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2022 年 9月報告 

(福)大阪府済生会 野江デイ・サービスセンター  運営状況報告書（2022 年 3月～2022 年 8月） 

事
業
所
の
状
況 

①利用者数 利用定員（18）人 
1 日平均利用者数 

（ 16.8 ）人 

介護職員数

（ 7 ）人 
1 日平均従事者数（5.4）人 

②職員研修 

状況 

開催月日 研修内容 参加者数 

3 月 23 日 個人情報について(書面開催) 10 

4 月 20 日 危険予知について(書面開催) 11 

5 月 18 日 尿路感染症について(書面開催) 11 

6 月 10 日 
ADL BI(Barthel Inndex)について   

(各自、動画視聴) 
11 

7 月 20 日 食中毒、インフルエンザについて(書面開催) 10 

8 月 24 日 身体拘束について(書面開催) 10 
 

③事故発生 

状況 

合計（ 1 ）件 

内訳 

（3 月 0件／ 4 月 0 件／ 5 月 0 件／ 6 月 1 件／ 7 月 0 件／ 8 月 0 件） 

（事故結果：死亡 0件・入院 0件・受診 0件・経過観察 1件） 

（事故内容：転倒、転落 0件・打撲 0件・誤嚥 0件・誤薬 0件・暴力行為 0件   

      行方不明 0件・ミス 0件・尻もち 0件・その他 1件) 

※その他、自宅送り時、階段に両膝をつく。 

④感染症の 

発生状況 

合計（ 0 ）件 

内訳 

（3 月 0 件 4 月 0 件 / 5 月 0件 / 6 月 0件 / 7 月 0 件 / 8 月 0件 ） 

（感染症の種別：インフルエンザ 0件・ノロウイルス 0件・結核 0件・その他 0件） 

⑤苦情件数 

および内容 

合計（ 0 ）件 

内訳 

（3 月 0 件 4 月 0 件 / 5 月 0件/ 6 月 0 件 / 7 月 0件 / 8 月 0件 ） 

⑥行事 

および 

参加者数 

月 内容 利用者 職員 地域の方 

3 ぼたもち作り 79 7 0 

4 
特別ティータイム  

(抹茶・和菓子) 
84 7 0 

6 運動会 88 7 0 

8 特別ティータイム 70 7 0 
 

⑦地域行事 

への参加 

月 内容 利用者 職員 

    

    

    
 

⑧事業所の 

課題 

 

・家族会主催行事の秋祭りは開催予定であったが、新型コロナウイルス感染状況を踏

まえ、やむをえず中止とした。 

・新型コロナウイルスの影響で、利用者自身外出しない事に慣れてきてしまっている。

デイサービス以外の日は自宅で過ごす方が多く、認知症進行・身心機能の低下の原因

にもなっている。 

・認知症予防・身心機能低下予防の為にもデイサービス利用時は、個々に合わせた趣

味活動に取り組んで頂く。 
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意
見
及
び
要
望
（
①
～
⑧
に
対
す
る
意
見
） 

⑨利用者 

家族の意見 

  

事故がないのは職員の方々の細かい見守りがあり、感染症の対策も他の施設の話

を聞くとここは大変安心して通所できる。「コロナ」がまだまだ終わりが見えない

中、色々な行事もして下さり、利用者は楽しく通所出来ると思います。 

 

⑩地域の方 

の意見 

  

地域のおける活動・行事はコロナ禍での感染対策優先で人と接する事業(ふれあい

喫茶・高齢者食事サービス・夏祭り等)が今年も中止の中、この秋は運動会の代替

事業として躍動ウォークラリーを(城北川遊歩道 3 ㎞コースを使用)開催する事が

でき、500 人を超える地域の皆さんに元気よく参加して頂けました。我々も行事開

催に当たり感染防止や事故防止対策に多くの労力を費やしましたが、御社のデ

イ・サービス事業に携わる職員皆さまの感染及び事故防止対策を講じての活動に、

地域のものとして敬意を表します。 

 

⑪地域包括 

支援センター 

の意見 

  

コロナ禍での感染対策期間も長期間となっており、利用者様、職員の皆様もお疲

れのことと思います。地域でもコロナフレイルの高齢者が増加している現状があ

り、地域包括としてもフレイル予防に取り組んでおります。まだまだ先は見えま

せんが、今後もよりよい事業運営をお願い致します。 

 

⑫知見を 

有する方 

の意見 

 

新型コロナ第 6・7波を迎えた時期にもかかわらず、感染症の発生なく運営された

ことは日々の業務への取り組みの賜物と考えます。苦情や事故の発生もほとんど

なく、職員研修や感染予防を踏まえた行事への工夫も継続されていることは素晴

らしく、職員皆様の努力には本当に頭が下がる思いです。まだまだコロナ禍にお

ける難しい施設運営を強いられるかと思いますが、ご利用者様の活動の場・拠り

所として引き続き頑張って頂けたらと思います。 

 

 

改
善
点
（
⑨
～
⑫
を
受
け
て
） 

⑬事業所とし 

ての改善点 

  

・やむをえず中止してしまった行事に関しては、利用者安全・安心を優先とし、

感染対策も重視しつつ行事内容を変更して開催していく。 

・感染対策予防として、体温の観察以外にも体調に変わりがないのか普段より観

察を行っていく。体調不良時の早期発見に繋げていく。 

・長期間のコロナ禍により、生活に対して不安感を訴える利用者もおられる。安

心して過ごせる場所となるように、精神的ケアも含め関わりを持っていく。 

・コロナ禍の為、外出頻度が減少。運動機会も減少している。利用中は全身運動・

レクリエーション活動(熟語・漢字等を用いた脳トレーニング等)を取り入れ、充

実した時間を過ごしていただく。 

次
回
予
定 

□運営推進会議   （    年   月 ） 

 書面報告から会議で検討する事項 （ 無 ） 

 有の場合内容記載 

   

   

   

   

■運営状況報告書で報告  （ 2023 年 3月 ） 

 

 


